














































































































































だと述べている（New London Group, 1996）。マルチリテラシーズ教育学を援用した実践
































































アミ 女 13 ペルー日系 4世 6年 10回 有
主にスペイン語
妹と日本語 スペイン語






























































































Always, Usually, Sometimes, Never, Every （day, week）と書き、発音と日本語訳を求める。アミは
ためらいながら、読もうとするが、スペイン語の訛りは明らかである。テレサは、知っていた単語
























































































　学校で受けたテストでは「This is」 と「These are」を使った文が出てきて、テレサはそれがよ
く分からず間違ったという。意味と使用のルールを説明してほしいという。日本語で説明しても
ピンとこない表情をするテレサ。「This is」はスペイン語の「Esto es」、「These　are」は「Estos 
son」と説明してみる。支援者のペンケースを開け、これは鉛筆ですと日本語でいう。スペイン語
にするとどうなると聞いたが、「Esto es un lapiz」とテレサは答える。では、英語にすると、「This 
is pencil」とテレサは答える。「何か足りないよ。スペイン語では Unもあるけど、この Un は何？」









で Esto es lapiz. Yo tengo libroとか言っても違和感ないの」と支援者は聞く。「いや、おかしいね、
なんか、スペイン語があまりできない人みたい、超違和感ある」と笑いながらテレサはいう。「で
しょうね。英語も同じ印象だよ。だから This is pencilではなく、This is a pencilと書くべき」と
支援者はいう。「スペイン語と英語の冠詞は似ていて、使い方も 9割ぐらい一緒なので、英語文に
自信がない時、スペイン語に訳してごらん。スペイン語で冠詞を使ったら、英語文にもあるはず。































































は形容詞の変形だよ。Niceの比較級は Nicer、最上級は The nicestだよ」と説明する。「Nicerは比
較級？」と分からない顔をするテレサ。「そう、すべての形容詞は二つの変形があって、その変形
を比較級、二つのものを比較するから、比較級と呼ぶのね、最上級、最も、一番何々のものを指す


































































letters are easier than Japanese letters」とテレサはいって、自分のノートに書く。「じゃあ、スペイ
ン語は日本語より簡単なの」とテレサは聞く。「考えてみてよ。文字は簡単だけど、文法はどうで
しょう。日本語の動詞は活用が簡単だね。書く、書きます、書きました。私、あなた、私たちにつ
いていう時、動詞は変わらないよね。でも、スペイン語で escribo, escribes, escribe」と支援者は












































































疑問を示す。「やってみようよ。家でできなかった文章を見せて。So come over here tell me what I 
wanna hear？ じゃあ、スペイン語でいってごらん」と支援者は求める。「So-entonces, Come、命
令形にする？ Ven, Over はわからない、Here-Aqui、Dime lo que quiero oir? Escuchar? Oirにする」
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